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（この文書は、http://www.sdn.sap.com/irj/scn/go/portal/prtroot/docs/library/uuid/708a92b6-0185-3010-0389-a116f9d70652?overridelayout=true

に掲載されている英語文書の翻訳版です。） 

 

 

はじめに  

この文書では、SAP SQL Anywhere データベースに格納されたデータを SAP Crystal Reports を使用して表示する方法につい

て解説します。テーブルから選択したデータを表示するシンプルなレポートの作成方法や、SQL クエリを使用してレポート内のデータ

の追加方法を示しながら高度なレポートの作成方法などについて説明します。また、チャートやマップ内のデータのフォーマット方法

などについても解説します。これを使用することで、レポートをよりグラフィカルにすることができます。  

  

この文書では、SAP SQL Anywhere については「SQL Anywhere」 と、そして「SAP Crystal Reports」については、

「Crystal Reports」と記述します。   

  

この文書は、SQL Anywhere 12.0.1 と Crystal Reports 2011 を使って書かれています。しかしながら、このコンテンツは他の

バージョンにも適用可能です。  

  

  

システム要件  

このドキュメントでは、ユーザーは SQL Anywhere と Crystal Reports にある程度知識があることを想定しています。また、どち

らの製品もユーザーの環境にインストールされていると仮定して進めていきます。一貫性とシンプル性を維持するため、この文書で

使用される全ての例では、SQL Anywhereのサンプルデータベース demo.db を使用します。デフォルトでは、このデータベース

は、SQL Anywhere samples ディレクトリにインストールされます。 C:\Documents and Settings\All 

Users\Documents\SQL Anywhere 12\Samples.  

  

SQL Anywhere と Crystal Reports の評価用コピーは、以下よりダウンロードすることが可能です。  

  

• SAP SQL Anywhere  

http://scn.sap.com/community/sql-anywhere  

  

• SAP Crystal Reports  

http://www.sap.com/solution/sme/software/free-trials.html  

  

http://www.sdn.sap.com/irj/scn/go/portal/prtroot/docs/library/uuid/708a92b6-0185-3010-0389-a116f9d70652?overridelayout=true
http://www.sdn.sap.com/irj/scn/go/portal/prtroot/docs/library/uuid/708a92b6-0185-3010-0389-a116f9d70652?overridelayout=true
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CRYSTAL REPORTSで SQL Anywhere に接続する  

  

1. Crystal Reports を立ち上げる。 Start ► Programs ► Crystal Reports 2011 ► Crystal Reports 2011.  

以下のスクリーンが現れます。  

 
図 1: スタートアップスクリーン  

2. Report Wizard をクリックします。Standard Report Creation Wizard スクリーンが現れます。   

 

  

Crystal Reports が、作成するデータベース接続のタイプを聞いてきます。ODBC (RDO) をダブルクリックします。. 

ODBC Data Source Name 「SQL Anywhere 12 Demo」 を選択し、Next をクリックします。   

  

  

          

  
図 2: Standard Report Creation Wizard   
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3. データベースクレデンシャルを入力し、Finish をクリックして接続を追加します。demo.db データベースには、以下のクレ

デンシャルを使用します。  

User ID: dba  

Password: sql  

  

  
図 3: ODBC 接続  

  

4. My Connections 下にデータベース接続が表示されます。   

       
図 4: Crystal Reports と SQL Anywhere の接続 
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5. これでデータベースに接続しました。これからテーブルを選択して、レポート内にそれを含めます。Finish をクリックし、SQL 

Anywhere データベース内に格納されたデータを使用して Crystal Report の作成を開始します。  
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シンプルなレポートを作成する  

このセクションでは、SQL Anywhere サンプルデータベースの Contacts テーブルのデータを表示するシンプルなレポートの作成方

法について解説します。  

  

  

Crystal Reports へデータを追加する 

  

1. 順に File ► New ► Standard Report をクリックして、Standard Report Creation Wizard を開きます。 

  

2. 「SQL Anywhere 12 Demo」を expand し、GROUPO | Tables からの Contact テーブルをダブルクリックします。

Next をクリックします。  

         
図 5: SQL Anywhere データベースからデータを選択  

  

3. Wizard が、レポートに表示する情報を選択するよう要求してくるので GivenName、Surname、State、Country を

選択し、Finish をクリックします。  
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図 6: レポート内に法事するフィールドを選択  

4. Contacts テーブルから GivenName、Surname、State、Country カラムが表示されます。以上 Crystal Reportへ

のデータの追加方法を確認しました。次に、Country と State をベースに Contacts でグルーピングしてレポートをフォー

マット化しましょう。  

  

  

Crystal Reports 内でレコードをフォーマット化する 

  

このセクションでは、Country と State をベースにした contactsのグルーピング方法について説明します。   

  

1. Group Expert を開く。順に Report ► Group Expert をクリック  

  

2. Select Group by Contacts.Country と Contacts.State でグループを選択し、OK をクリック  

  
図 7: Group Expert  

  

3. Country と States をベースにデータをグルーピングします。  
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図 8: シンプルな Crystal Report  

  

Crystal Reports の Mapにレコードを表示させる 

  

「Map Expert」 と呼ばれるツールが提供されています。 これを使用すると、mapのタイプ、データ、他のオプションの設定ができ、レ

ポート内の mapをレンダリングするのに便利です。   

  

1. mapをインサートするには、Insert ► Map をクリック 

  

2. Data タブの Geographic field と On change のフィールドで State を選択します。Map values フィールドでも State

を選択します。OK をクリックします。  

  
図 9: Map Expert  

  

3. adds the map が追加され、レポートのヘッダーに、異なる statesの contacts を表示します。  
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図 10: Crystal Report と Map  

  

 Map上にマウスポインタを移動させると、指定の stateの contactsの数の合計を表示します。  

  

  

クエリを使用して CRYSTAL REPORTS にデータを追加する  

このセクションでは、データベースに対してクエリを実行しデータを追加する方法について説明します。Crystal Reports では、これは 

Database Expert を使用してコマンドを追加することによって行うことが可能です。FinancialCodes と FinancialData テーブ

ルからのデータを使用して異なる年の Expenses and Revenues レポートを作成します。  

  

1. Standard Report Creation Wizard を開いてレポートを作成します。  

  

2. Available Data Sourcesの My Connection 下の SQL Anywhere 12 Demo を expand します。  
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図 11: Crystal Reportへのコマンドの追加  

  

3. Add Command をダブルクリックして、以下の SQL クエリを入力します。   

Select GROUPO.FinancialData.Year, GROUPO.FinancialData.Quarter as Quarter, 

GROUPO.FinancialData.Amount,  
(GROUPO.FinancialCodes.Type + ' - '+ GROUPO.FinancialCodes.Description) as  
Description   FROM FinancialData  
Inner Join FinancialCodes   
ON GROUPO.FinancialData.Code = GROUPO.FinancialCodes.Code where 

GROUPO.FinancialData.Year = {?year_sales};  
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図 12: SQL クエリコマンドを追加  

  

FinancialData テーブルから Year、Quarter、Amount を選択し、FinancialCodes テーブルから Type、Description

を選択します。クエリの最後に、はパラメーターyear_sales とWHERE 句があり、その年をベースにデータをフィルタしていま

す。  

  

4. year_sales パラメーターを作成するために、Parameter List セクションの Create ボタンをクリックします。

「year_sales」 と 「Enter the year」 を Parameter Name と Prompting Text フィールドにそれぞれ入力します。パラ

メーターの Value Type を選択し、year_sales の String を選択して、OK をクリックします。  
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図 13: コマンドにパラメーターを追加  

  

Parameter List に year_sales パラメーターが追加されているのを確認することができます。  

  

  
図 14: Parameter List に追加されたコマンドパラメーター 

5. OK をクリックし、レポートに command を追加します。プロンプトテキスト「Enter the year」でパラメーターの値を入力

するよう要求されるので、「2000」を入力し、OK をクリックしてパラメーター値を入力します。  
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図 15: コマンドパラメータ値を入力  

  

6. Selected Tables に Command が追加されていることを確認できます。Next をクリックします。  

  
図 16: レポートにコマンドが追加  

7. Description と Amount を Displayのフィールドとして選択し、Finish をクリックしてレポートを作成します。Quarter

でレポートをグルーピングします。レコードのグルーピング方法の詳細については上のセクション 「Formatting Records 

in Crystal Reports」を参照してください。Crystal Reports は、各 quarter でグルーピングされた year 2000 データ

を示すレポートを生成します。  
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図 17: Command Data を使用して生成された Crystal Report  

それでは、レポートのフッターにチャートを挿入して、グラフィカルに経費と売り上げデータを表示しましょう。  

  

クエリされたデータを表示するチャートを挿入する  

  

1. Insert ► Chart をクリックしてレポートにチャートを挿入します。Chart Expert が開きます。 

2. Type タブから、チャートのタイプを選択します。Line （折れ線）チャートを選択することにします。  

  



USING SAP CRYSTAL REPORTS WITH SAP SYBASE SQL ANYWHERE    

   16  

 

 

 

  
図 18: Chart Expert のライングラフ  

  

3. Data タブから、Layout として Advanced を選択します。 Data セクションで、On change of フィールドに Quarter と 

Description を選択し、Show value フィールドには Amount を選択します。   

  
図 19: line グラフデータを選択  
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4. Text タブで、Title を Expenses and Revenues に、Group title を Quarter に、そして Data title を Total 

Amount に変更します。OK をクリックして line （折れ線）グラフを作成します。  

  

図 20: Chart Expert タイトル  

5. チャートを右クリックし、Chart Options を選択してチャートの見た目を変更します。Appearance タブで Line Style 

は Markers and Lines を選択し、Shapeは X-shape をそれぞれ選択します。  

  
図 21: Chart Options の Appearance タブ  
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図 22: Crystal Reports で生成した line チャート（折れ線グラフ）  

経費と売り上げを表示する line チャートができました。Crystal Reports を使用すると、様々なチャートを使用してグラフィカル

なレポートを簡単に表示することができます。  

  

  

SALES レポートを作成する  

このセクションでは、製品の年間売上を示す barチャート、製品の全体売り上げを示す pieチャート、地域ごとの製品売り上げ示

すクロステーブル付 sales レポートを作成します。  

  

レポート用データを選択する  

  

Products、SalesOrders、SalesOrderItems テーブルを選択して、レポートを作成します。製品の年間売上を表示させたい

のですが、データベース内に売り上げの年を指定するデータのカラムがありません。SalesOrders テーブル内の ShipDate フィール

ドから年を得ることができます。これを行うには、ShipDate から年を抽出する getYear フォーミュラを作成する必要があります。 

  

フォーミュラを作成する  

  

1. フォーミュラを追加するには、Field Explorer から Formula Fields を右クリックして、New を選択します。Formula 名

を getYear と入力します。すると、Formula Editorが開きます。 

  



USING SAP CRYSTAL REPORTS WITH SAP SYBASE SQL ANYWHERE    

   19  

 

 

 

  
図 23: Formula Editor  

2. Functions 下の Date and Time Functions を expand し、Year(x) function を選択します。SalesOrderItems 

から ShipDate を function パラメーターとして選択します。年から、decimal places を取り除くため、Totext関数に

0decimal places で年をテキストにコンバートします。フォーミュラを保存して閉じます。  

  
図 24: ShipDate から年を取得するフォーミュラ 

レポートに年データができました。製品の年間売上を示す bar チャート（棒グラフ）を挿入します。  
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年間売上を表示する Bar チャート（棒グラフ）を挿入する  

  

  

  
図 25: bar チャート（棒グラフ） の作成 

  

Crystal Reports が、製品の年間売上を示す bar チャート（棒グラフ）を生成します。   

  

  
図 26: Crystal Reports が生成した Bar チャート（棒グラフ）  
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製品別地域別売上を表示する Cross Table を作成する  

  

1. Products.Name でレポートをグルーピングする。 

  

2. レポートのデザインビューにスイッチし、cross table (Insert ► Cross Tab) をグループヘッダーに挿入する  

  

3. Cross-Tab expert を開く (Cross Tab を右クリック ► Cross - Tab Expert).  

  

4. Cross-Tab タブで、表示するデータを追加する。  

  

5. カラムに Region、行に Product.Name、SalesOrderItems.Quantity を合計フィールドに表示します。行は 1行し

かないので、Suppress Column Grand Totals をチェックして、OK をクリックします。Styles タブより、Cross-Tabの

表示を変更することができます。OK をクリックして、地域ごとの製品売り上げを示すクロステーブルを作成します。  

  
図 27: Cross- Tab Expert  
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6. 次に製品の cross tableの脇に製品の写真を追加します。生成されたレポートは現時点では以下のようになります。   

  
図 28: Cross Table のレポート 

  

  

製品の全体売り上げを示す Pie チャート（円グラフ）を作成する  

  

1. レポートのまとめとして、レポートフッタに全体売り上げを示す pie チャート（円グラフ）を追加します。  

  

2. Chart Expert の Type から Pie Chart （円グラフ）を選択し、Use depth effect をチェックします。 
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3. Data タブで、表示するデータを選択します。On change of フィールドで Products.Name を選択し、Show values 

フィールドで Products.Quantitly を選択します。  

  
図 29: Creating a Pie Chart  

4. OK をクリックしてチャートを作成します。レポートの最後に以下のチャートが生成されます。  

  
Figure 30: Crystal Report が生成した pie チャート （円グラフ） 
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データベース内のデータが変更した場合に、CRYSTAL REPORTS のデータを更新する  

  

データベース内のデータが変更した場合、Crystal Reports は簡単にそのデータをリフレッシュすることができます。  

  

Report ► Refresh Report Data (F5) をクリック。OK をクリック。これで、レポートを最新のものに更新できます。レポートが

リフレッシュされると、Crystal Reportsはデータベースサーバーをローカルで起動し、最も最新のデータを返します。  
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まとめ  

SQL Anywhere のデータは、Crystal Reports を使用すると簡単に表示することができます。Crystal Reports は、チャートやグ

ラフ、what-ifシナリオを使用することでデータをビジュアル化することのできる素晴らしい分析ツールです。SQL Anywhere と

Crystal Reports を組み合わせることで、開発者は、ワールドクラスのレポーティングエンジンと組み合うパワフルなデータベースドリブ

ンのアプリケーションを開発することができます。 
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